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「Hazard 2026」操作リファレンス 

※本資料は学校教育での非営利利用に限り、自由な複製・改変を歓迎します（CC BY-NC 4.0）。利用時は

「出典：Hazard 2026 操作リファレンス（田中隆志）」の明記をお願いします。 

https://fragrant-queen-f484.itcztt.workers.dev/ 

 

1. はじめに 

本ツールは、行政が提供する「完成されたハザードマップ」を盲信せず、地形、人口環境、個人の属性といった

動的な要素を科学的に分析し、平時のうちに「最良の避難」をデザインするための防災探究コンテンツです。 

コンテンツでは「移動による避難」を基本モデルとしていますが、あえて「危険」となる状況も可視化します。

これは、移動リスクを認識した上で、その時に避難移動すべきか、あるいは無理をせず垂直避難や起点にと

どまるべきか――。その「次の一手」を平時のうちに自らシミュレーションし、命を守るための意思決定を磨く

ことを目的としています。みなさんも生徒とともに、地図から災害の因果関係を読み解き、科学的な根拠を

もって「早期避難」という最善の選択をデザインしてください。 

2. 各ステップの操作と読み取り方法 

ステップ 1：起点周辺の地域を概観 

(1) ステップの目的 

まず防災行動の「起点」を明確に設定します。そして背景図の地理院地図や、「起点」からの計測機能を使っ

て地理的条件（河川や山地からの距離、標高など）を把握し、地域が抱える自然災害のポテンシャルを直感的

に捉える基礎を作ります。  

(２) 操作手順 

地域の検索 画面右上の【検索窓】に、対象となる住所や施設名を入力して地図に表示します。  

起点の設置 パネル内 【起点を設置】 ボタンで、起点のマーカーを地図上に設置します。  

起点からの距離計測 パネル内【起点からの距離計測】ボタンで、近隣の河川や山地までの距離を測ります。 

背景地図からの高さの確認 背景地図の地理院地図の等高線や標高点から、標高や災害リスクを生む河川

との標高差を確認します。 

(３) 読み取りのポイント（探究の視点） 

周囲の地形に対して標高が低い場所や、山や河川に近いエリアに位置しているかどうかを確認し、、自然

災害リスクを直感的に確認します。 
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ステップ 2：地形分類の把握   

(1)ステップの目的 

 災害の因果関係となる地形的特性を捉えます。 「地形は災害の履歴書」であることを理解し、地域の

自然地形や人工改変の状況から、洪水や土砂災害のリスクを能動的に推察する力を養います。  

(２)操作手順 

地形特性や想定される自然災害リスクを確認 パネル内の【治水地形分類図(標準版)】や【自然地形】

【人工地形】 のボタンで、起点周辺の地形特性や想定される自然災害リスクを確認させます。またデー

タがなくてこれらが表示されない地域については、パネル内の【陰影起伏図+色別標高図】でおおよそ

の地形と自然災害リスクの推察をします。とくに「自然地形」と「人工地形」に使用される地形分類は、国

土地理院の地形分類データを教育的観点から独自に再定義・編集しています。たとえば氾濫平野は後

背湿地にするなどしています。自然地形と人工地形をあわせて捉えるられるように、並列表示できるよ

うにしてあります。 

科学的ロジックによる地形と自然災害リスクの診断 パネル内の【診断モードを開始する】ボタンによ

り、国土地理院が提供する「標高タイル」の精密な標高データをベースに、クリックした任意の地点と周

辺の高低差（相対標高）や勾配（傾斜度）によって多角的に Ai で診断し、おおよその地形と潜在的な自

然災害リスクを確認します。 

(３)読み取りのポイント（探究の視点） 

リスクの推察 地形から自然災害リスクを類推するという視点で、生徒が能動的にリスクを推察します。  

自然地形と人工地形を並列表示  

自然地形と人工地形をあわせて捉える（並列的に活用する）ことで、災害の因果関係（履歴）を多角的に

特定でき、その地域が抱えるリスクの根本的なメカニズムを生徒自身が能動的に推察・読み解く力を養

うことができます。 
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[治水地形分類図(標準版)の表示] 

 

 

 

 

 

 

[自然地形の表示]             

 

 

[自然地形と人工地形の並列表示] 

[人工地形の表示] 

 

 

 

 

[陰影起伏図+色別標高図の表示] 

 

 

 

 

 

 

 

[診断モードよる地形と自然災害リスクの簡易診断] ※新機能につき現在、地形の精緻化を進め開発中 
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ステップ 3：ハザードの確認 

(１)ステップの目的 

行政が指定するハザードマップ（洪水・土砂災害等）によって公に想定される起点周辺の自然災害リスクを

確認する。また起点のもつ地形情報(地形データ・標高ポテンシャル)解析に基づく科学的な「孤立リスク(洪

水型・土砂型・重複型)」について、ハザードマップの妥当性を検証する。  

(２)操作手順: 

地域の特性に応じたハザードボタンをクリックしてハザードマップを表示 

 行政が定める、起点周辺のハザード想定を確認する。 

洪水浸水シミュレーターの起動 

(洪水ハザードマップを表示した場合)任意のピンク色エリア等（浸水想定区域）をクリックし、【洪水浸水シ

ミュレーター】を起動して２階建て家屋の浸水変化を確認する。※この機能はステップ「3」～「6」に実装。 

地形的孤立リスクエリアの表示 

パネル下部にある【地形的な孤立リスク】から、科学的ロジックで定義された「浸水型」「土砂型」「重複型」エ

リアを表示させる各トグルボタンを順にクリックし、リスクエリアを地図上に可視化し、起点付近のハザードマ

ップと照合する。それによって、ハザードマップによる科学的な妥当性を検証する。 

(３)読み取り・探究のポイント 

洪水浸水浸水シミュレーターの活用 仮想的な二階建て一軒家の推定水位をアニメーションで見ることで、

家屋が水没していく現実や、垂直避難の限界点を体感的に見通させる。  

複合的な科学的リスクの特定 単なる平面的な浸水想定だけでなく、地形的特徴に起因する「道路寸断によ

る空間的孤立」や「土砂災害との複合リスク」を論理的に読み解き、防災上の危険度を多角的に考察します。 

[ハザードマップによる災害リスクの確認と、洪水浸水シミュレーターによる推定水位のイメージ] 
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      [浸水型孤立リスクエリア 水色] ※浸水深 30cm で車両通行困難 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[土砂型孤立リスクエリア茶色] ※傾斜 15 度以上で斜面崩壊による孤立リスク    

 

 

 

 

 

 

 

 

            [重複型孤立リスクエリア紫色] ※傾斜 5 度以上で浸水浸水と土砂流入で孤立する可能性 
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ステップ 4：人口環境の確認 

(１)ステップの目的  

起点付近の総人口や高齢者人口の分布を事前に把握することで、災害発生時に予測される「避難経路の

混雑（ボトルネック）」や「要配慮者の避難時間」を具体的にイメージし、平時のうちに根拠に基づいた早期避

難の重要性を考させます。 

(２)操作の手順  

【総人口】・【高齢者】ボタン 地域の人口特性を地図上に可視化します。避難時の「混雑発生」や渋滞、高齢者等

の要支援者の移動にかかる時間の増大を予測し情報ポップに示すことで、早期避難の必要性や地域支援の重要

性をデータから論理的に見通します。   

[2025 年 総人口]  

[2025 年 高齢者人口]  
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ステップ 5：一次避難場所の候補検討と決定 

(１)ステップの目的 

避難先候補地とハザード情報を総合することで、「どこへ避難すべきか」という避難先の妥当性を検討しま

す。指定避難場所と堅ろう建物の特性を比較し、ハザード外への避難を原則としつつ、時間的制約を考慮し

た「次善の策（垂直避難）」も決定する意思決定能力を養います。 

(２)操作手順 

【洪水】ボタンの操作 洪水のハザードエリアを表示させます。 

パネル下の「一次避難場所の候補検討」項目にある【指定避難場所】ボタン操作  地図上で「浸水エリア外」に

ある避難候補地を探し、マーカーをプロット（確定）します。   

パネル下の「一次避難場所の候補検討」項目にある【堅ろう建物】ボタン操作 次善の策として、指定避難場所

に行く時間的猶予がない時を想定して、垂直避難できる堅ろう建物に見当をつけます、 

(３)読み取りと意義 

避難の優先順位 浸水リスクのない「ハザード外の指定避難場所」への避難を第一優先として検討します。  

時間的制約の考慮 避難開始から到達までの時間が間に合わない場合、近隣の「堅ろう建物（ビル等）」での

垂直避難が、命を守るための現実的かつ有効な「次善の選択肢」となり得ることを理解します。  

意思決定の可視化 単に地図上のポイントを選ぶだけでなく、「なぜその場所を選んだのか」という避難の根

拠を明確にします。   

洪水リスクの表示と、【指定避難場所】緑と、【堅ろう建物】紫とグレイの表示 

 ※ハザード外の指定避難場所を第一優先として検討 
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「ハザード外の指定避難場所」に【一次避難場所】を設置 ※次善の策として垂直避難できる堅ろう建物を検討 

ステップ 6：避難ルートの検討 

(１)ステップの目的 

崖崩れや浸水、人口が多い地域等のリスクを回避しながら、目的地（一次避難場所）に至る複数の避難ルー

トを比較・検討し、距離だけでなく安全性や地域特性を考慮した最適な移動経路を選択する力を養います。  

(２)操作手順 

4 つの避難ルートの生成 [ルート A（最短ルート）]、[ルート B（高台に向かうルート）]、[ルート C（人口密集

回避）]、[ルート D（高齢者配慮した傾斜小ルート）]の各ルートボタンをクリックし、避難ルートを自動的に地

図上に生成・表示させます。 ※道路網の有限性、条件に大きな違いため同じルートが多いことがあります。 

各ルートの特性を比較・確認 画面下の「ルート比較ストーリー」の表を開き、各ルートの特性を確認します。  

(３)読み取りと意義 

動的リスクの考慮 現実の避難行動に際して、単に距離が短いだけでなく、崖崩れや浸水といった動的リス

ク（水路等の横断回数やハザード通過の有無）を踏まえ、よりどの避難ルートが安全かを検討いる。 

属性に応じた選択 高齢者の移動や人口密集地の回避など、それぞれのルートが持つ利点・欠点をデータ（歩

行時間、混雑度、高齢化率など）に基づいて客観的に読み解きます。   

【４パターンの避難ルート】                                  【ルート比較ストーリー】 
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ステップ 7：避難シミュレーション  

(１)ステップの目的  

１時間当たり降雨量や避難開始タイミングを変えることで、決定した避難ルートを使った避難行動の成否

がどのように変わるかを何度もシミュレーションします。また避難行動を時間軸（タイムライン）上で可視化

し、早期避難がいかに命を守るための絶対条件であるかを、自らの試行錯誤を通じて探究します。 

(２)操作手順 

ルートの設定 

パネル内の設定で、6 の作業を通して自分が最善だと考えた避難ルートを設定します。 

【降水量(１時間当たり降水量)】を設定 

バネル内の設定で、【降水量(１時間当たり降水量)】を設定し、気象庁が想定する氾濫開始、氾濫時間をもと

に、「避難開始タイミング」の調整を行います。 

避難開始タイミングの設定 

パネル内の設定で、【避難開始タイミングの設定】をします。氾濫開始を基準としてどれくらい前の避難とす

るかを決定するところです。ただはじめは検討がつかないので、「氾濫開始と同時に避難をはじめる初期設

定」のままとします。このあとのシミュレーションの試行錯誤の中で、このタイミングは変更していきます。 

シミュレーション図を表示 

パネル内の[シミュレーション図を表示]をクリックして、画面右にタイムラインの図、画面下に断面図を表示し

ます。画面の真ん中の地図には、設定した避難ルートが表示されるので、ルートのすべてが表示されるように

地図の位置・大きさを調整します。 

避難シミュレーョン 

パネル内の【再生】ボタンを押して、シミュレーションをはじめます。地図のルート上と断面図の上を、移動速

度の異なる成人と高齢者のアイコンが移動を開始して、最後に「避難評価」が A～D で表示されます。A 以外

の評価が出た場合は、【再生】ボタン下のゲージをもとに戻して、避難評価をリセットしますが、このあと避難

評価 A が出せるように、【避難開始タイミングの設定】を何度も、「氾濫開始の１時間前、２時間前・・・・の避

難」などにやり直します。そしてシミュレーションを実施します。 

 ※成人と高齢者の歩行速度は、基本逃げ地図研究会に準拠していますが、地形の傾斜などを考慮したトブラー歩行関数によ

って補正したものを使っています。また夜間は昼間の標準的な避難歩行速度に 0.7 倍の減速係数を乗じたものを使って

います。 

夜間モードへの切り替えでシミュレーション実施 

最後に夜間設定への切り替えを行い、日中との移動速度の差を体験します。 

洪水シミュレーションの確認 地図上では、氾濫開始時間に合わせて河川に沿って浸水域を示す青色の領域 

が拡大していく設定にしてあります。避難シミュレーションの終わったあとに、浸水域が拡大が進むエリアの 

場合は、パネル内の【再生】ボタン下にあるゲージを大きく右側にずらして「氾濫」を可視化してください。避 

難評価が A 判定の場合にも、避難完了後すぐに浸水が拡大している場合は、【避難開始タイミングの設定】 

を変えて、でさらに避難開始を前倒し避難する必要性もでてきます。 

(３) 読み取りと意義 

成功条件の探究 洪水が発生する前（安全な時間帯）に避難を完了させる「A 判定（安全な避難）」が出るま

で、避難開始時間を早める等の試行錯誤を繰り返します。   
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残酷な現実の可視化 夜間や大雨時には移動速度が大幅に低下し、「避難の困難さ」が起こることを論理的

に理解します。 

意思決定の検証 自らが選んだルートや避難先に対し、設定したタイムラインで本当に逃げ切れるのかを自ら

検証させ、防災における「次の一手」の妥当性を多角的に考察させます。 

【「1 時間当たり降水量」「避難開始タイミング」を設定】 

 

            ※日中と夜間の設定                                    

 

 

【「シミュレーション図を表示」で避難ルート・断面図・タワー図を表示】 

【「避難開始のタイミング」で氾濫開始前の避難開始を設定し、「降雨開始からの進行」で避難シミュレーション】  

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａ～Ｄの避難評価】を参考に、設定を変えて避難シミュレーション】                           

※降雨開始からの進行ゲージをゼロに戻すと、日中・夜間、雨量、避難開始の開始タイミングを変え、何度も避難シミュレーションできる。 

 

 

※氾濫開始の時間になると地図上では、 

 洪水イベントがはじまる。ここで、自゛  

分の定めた避難開始時間の妥当性を検証 

できる。 
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ステップ 8：命を繋ぐことから生活の継続へ 

(１)ステップの目的 

災害時の「命を守る（一次避難）」ことだけでなく、避難先での生活維持に必要な物資や期間（孤立期間）を

事前に把握し、ライフラインの断絶や避難の持続可能性を見据えた「一歩先の意思決定力」を養います。   

(２)操作手順 

推定孤立期間の確認 ステップ 7 までのシミュレーション結果を踏まえて算出された【一時避難場所での推

定孤立期間】がパネルの上部に表示されるので、それを確認します。   

避難先での生活維持に必要な物資の確認 

パネル内の「あなたが持っていくものは何ですか」の項目で、あなたが準備品として想定する備蓄品を確認

します。 

あなたの生存戦略の選択 

「生活をつなげていくため」に、あなたが一次避難場所まで避難する上で重視してきた「生存戦略」をパネル

内のメニュー選択から選びます。 

二次避難場所の構想 パネル内の「これからあなたはどこに行くのか？」のプルダウンメニューから、自宅（2

階以上）・指定避難所・知人・親戚宅などの避難先を選択します。 生活を繋いでいくためには、一次避難場所

にずっととどまっていくことは難しいため、次の二次避難場所としてどのような構想を考えているのかを検

討します。 

車移動の検討 災害時には一次避難場所への移動は基本徒歩避難が前提ですが、それをやめ車移動をせざ

るを得ない場合、どのようなケースがあるときかを検討させます。 

(３)読み取りと意義 

孤立期間の把握 地形や災害特性に基づく推定孤立期間（3 日〜1 週間など）を確認し、避難生活が長期化

する場合の備えの重要性を認識します。  

物資とライフラインの検証 持ち込むべき水・食料、通信機器、衛生用品などのデータを照らし合わせ、避難

時の物理的負担と備蓄の過不足を検証します。  

生活継続（フェーズの移行）の考察 単に安全な場所へ移動するだけでなく、その後の生活をどのように維持

するかというタイムラインの続きをデザインし、防災を「平時からの備え」として多角的に考察します。   
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【何を持っていくかの確認】                   【これからどこに行くのかの意思決定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【車は移動手段として使う場合の例外ケースの検討】 
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ステップ 9：マイタイムラインの完成(レフレクション) 

(１)ステップの目的 

地形・ハザード・人口環境などの分析から、避難経路の検討、シミュレーションを通じた試行錯誤、そして生

活継続の考察に至る一連のプロセスを統合し、「自分だけの防災タイムライン」としてポートフォリオにまと

め、防災上の意思決定力を定着させます。 

(2)操作手順 

PDF の生成 すべてのステップでの検証が完了したら、パネル下にある【避難計画のまとめをつくる 

(PDF)】ボタンをクリックします。 しばらくすると学籍番号と名前の入力をもめられますが、それが終了する

と PDF が自動生成され、自身の端末にダウンロードされます。 

PDF の確認 出力された PDF を確認し、自身の分析プロセスや考察が適切に反映されているかを最終チ

ェックします。なお内容が不足している場合は、各ステップにある「考えてみよう」という、作業を進めながら

の入力をする部分の入力が不足している場合です。 

各ステップの考えてみようの入力と PDF の再生成 各ステップの考えてみようの入力がすんだら、あらた

めて PDF を生成する。なお考えてみようの入力には、一定程度時間がかかるので、学校で実施する場合は

「課題」などにするとよい。入力はパネルの最下部にある「入力を全消去して最初からやり直す」をクリックし

ないぎり、端末の電源を落としても途中までの入力データは保持される。時間をかけて入力するのがよい。 

(３)読み取りと意義 

探究の総括とポートフォリオ化 これまでのステップで行った「なぜそのルートや避難先を選んだのか」とい

う仮説と検証の結果を形に残し、学習の成果物として出力します。   

主体的・対話的で深い学びの完結  「教えられて終わり」ではなく、自らが導き出した科学的根拠に基づく防

災行動計画（マイタイムライン）を振り返ることで、災害時に主体的に命を守るための実践的な思考力を完成

させます。 

PDF の、家族やクラスメイトとの共有 家族やクラスメイトと計画を見せ合うことで、自分一人では気づけな

かった危険性や認識のズレを解消できます。また 「なぜそのルート・時間なのか」を議論し合うことで、実行

性の高い避難計画へと磨き上げることができます。さらに地域全体の高齢化や人口分布を踏まえた議論を

行うことで、自分だけでなく周囲の要配慮者を支える視点が育まれます。   

 

 

 

 

まとめ 

防災学習は「教えられて終わり」ではありません。地形的見方・考え方を駆使し、自らリスクを読み解くこと

が命を守るロジックとなります。「氾濫が始まる前の平穏なうちに、自ら最良の選択をする」ことを生徒と共

に探究してください。 
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田中が起点(群馬県 JR 北藤岡駅)-一次避難場所(藤岡市立北中)で設定したときの生成 pdf 

 


